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日本を歩く
~いにしえの旅人たち
(2003年4月24日一5月30日、総合学術情報センター展示室)
図書館展示部会メンバーによる企画展示。オール早稲田文
化週間参加企画。印刷をテーマとした。早稲田大学図書館に
は、名高い伊能忠敬の実測地図『大日本天文測量分間絵図j
(中図)2本が所蔵されている。寛政12(1800)年、伊豆から自12
夷l也へかけての本州東岸の測量によるもので、ひろげるとl隔2
メートルを越す大きなもので、ある。とれを中心とし、きわめて珍
しLミ寛文6(1666)年の江戸図から幕末の切絵図にいたる江戸
図のいくつか、現在の早稲田・戸山のあたりである尾張藩の庭
闘を描いた絵巻物、『竹斎Jから『道中f奈栗毛』にいたる紀行文
学のさまざま、といった資料を出陳した。
1寺空を超えたバーチャjレトラベル」というテーマは観覧者
の興味を引いたようである。おりから伊能忠敬の業績が見直
され、 一種のブームのようになっていることもあり、伊能実測図
の展示は見る者に感銘を与えたようだ。
異形のものたち
-妖怪とお化けの世界一
(2003年10月17日一11月6日、総合学術情報センター展示室)
図書館展示部会メンパーによる企画展示。ホー ムカミンク。デー
図書館協賛企画。江戸時代の資料を中心に、絵巻物や本の挿
絵、錦絵などに描かれたさまざまな妖怪や化け物をとりあげ展示
した。人を化かすキツネやタヌキ、河童や龍、大蛇など想像上の
動物から、幽霊、もののけ、擬人化された動物や器物の絵にいた
るまで、図書館が所蔵する古いヴィジュアル資料を、担当者が博
捌して構成した展示である。なかでも『大石兵六物語』とpう江
戸期の絵巻物は、 T~重摩の大石兵六とpう者が狐にたぶらかされ、
さまざまな奇想天外な化け物にであう話で、今日のマンガのよう
なタッチです菌かれた「ぬらりひょんJとか「とつくはう」といった妖
怪たちの絵がきわめてユーモラスであり観覧者をよろこばせた。
妖怪は民俗学などの重要なテーマの一つであり、本来は時系
列、もしくは各地方別に特有の妖怪と妖怪伝承をとりあげ、解説
するとpったような展示椛成をとるべきで、あろうが、図書館所蔵資
料のみで構成しているため、展示資料個々のつながりという点で
はまとまりを欠いたと思われる。しかし、学生を中心とする観覧
者にはきわめて好評をもって迎えられ、絶賛と感謝の言葉が相次
いだ。展覧会終了後、その一部を文学部戸山図書館において再
度展示した。
|図 I
~~~~ 一ー
一ー
一.ー. 一ーa.I司.・-
dt!・一ー
一ー
一・ー1..ョ
~・a・
一ー
一ー
..OIIIL"'I司・
-J庫、
・--司且ーー ..--.・
~・・圃・・--
?????????????????、????????????
???、????????????????っ??????????っ
。
??????????????????????????
??? ?
?
? ?
?
???
?? 、「
??
???」????????????
。
????
? ?
?
?????????????????????、??
??? 、? 、?? ??
。
????、
??
????????? ????????
。
10 
早稲田大学芸術功労者表彰記念
津地久枝・三浦哲郎展
(2003年1月1日一25日、
総合学術情報センター展示室)
S刻臥均UA!<I) ~II 阿.rAu，k:ICII~. EmpHnlr do:l InoIu 
2003年3月、「早稲田大学芸術功労者」と
して表彰された津地久枝氏、 三浦哲郎氏の
記念展覧会を行った。早稲田大学の主催
として企画実施されたが、実動部隊は図書
館展示部会である。『妻たちの二・二六事
件』から、ミッドウエー海戦を主題とする壮
大な力作『治海(うみ)よ眠れJにいたるノ
ンフィクション・ライター としての津地氏の軌
跡、芥川賞受賞作『忍ぶ川Jから『白夜を旅
早稲回大学芸術功労者表彰記念展示
tIIu: 早稲111 }，'~
会場:平稲川j('r.総合学術情報センター2陪M'J(~
会JijJ:2003{1'1I))III(火)-251(火)
(1I11aト悦1はl細密)
II~ 11 : 10:(10-17ω 
する人々Hおろおろ草紙』など珠玉の純文学を世に送り出し
つづけている三浦氏の軌跡を、狭い総合学術情報センター展
示室内で、同時に表現することにはかなりの無理があったが、津
地氏、 三浦氏ともにど本人の全面的なあたたかいご協力を得
ることができ、ご所蔵の貴重な品々をお借りして、なんとか記
念展示らしい構成にまとめることができた。会期中、湾I也氏、
三浦氏ご本人をはじめ、同じ芸術功労者である岡村喬生氏は
じめ多くの方々が図書館を訪れた。
Biblioteca/本の景色
潮田登久子写真展
(2003年1月26日-12月5日、中央図書館4階図書館ラウンジ)
ここ数年「本」をテーマとして写真を撮りつづけている写真
家の潮田登久子氏が、作品のいくつかを図書館のなかで展示
したいという意向を伝えてこられ、この展覧会をひらくことに
なった。早稲田大学図書館特別資料室や高田早苗記念図書
館、国立国会図書館資料保存課、あるいは街の古書屈などで
撮影された氏の写真作品は、「本とは何か」を見るものに問い
かけているようである。中央図書館と国際会議場との中聞に
位置する4階の図書館ラウンジではときおり写真展や絵画展な
どを開催しているが、観覧者の導線をのぞけばよい雰囲気の
展示会場であると
いえる。静かな展
覧会となったが、観
覧者の感想、は好意
的で、あった。
戯画のいろいろ
~民衆の中の調刺と詣語~
(2004年3月24日一4月27日、総合学術情報センター展示室)
図書館展示部会メンノ Tー による企画展示。有名な鳥羽僧正筆
の[鳥獣戯画』の昔から、今日の漫画にいたるまで、政治や社会、
人間たちを風刺した「戯画Jは多い。早稲田大学図書館が所蔵
する資料のなかから、そうした民衆の視座における調刺と詩語を
あらわしているヴ、イジュアルな資料をえらび出し、展示した。日本
のものでは、かなり尾篭な『屈合戦絵巻H勝絵)から、浮世絵、ポ
ンチ絵、時事漫画にいたる流れを追い、西洋のものでは、フラン
ス、イギリスなどで刊行された18-19世紀の銅版画による風刺画
のいくつかを展示した。卒業・入学のシーズンで必ずしも学生が
図書館に集まる時期で、はなかったが、 日を追うごとに好評をよび、
たくさんの観覧者があった。とくに人気をあつめたのは、日本の
文明開化を皮肉ったフランスの画家ジョJレジュ・ビゴーの『トパエj
で、これは、ジェームズ・ギルレーのナポレオン風刺の銅版画など
とともに、高校など、の歴史の教科書に載っているもの。好評のた
め、展示期間を約2週間延長した。
図書館所蔵資料の展示・公聞は、こうした図書館主催展示に
とどまらず、ひろく圏内・圏外から寄せられるさまざまな展覧会
への資料出品の依頼に最大限応じるという形で、さらに広い展
開をみせている。すでに2000年以来、ドイツ、オランダ、 フィン
ランド、アメリカ等で比較的規模の大きな展覧会を主催してき
た。また、日本各地の稲門会や大学関係施設が所在する自治
体などの求めに応じ、千葉県鴨川市、静岡県磐田市などをはじ
め各地で「出張展覧会Jを何度も試みてきている。
こうした展覧会の開催と資料の公聞は、現在ある資料の活用
という意味にとどまらず、新たに貴重な資料が当図書館に寄贈・
寄託されるという副次的な効果も産んでいる。今後ともさまざ
まな機会に、圏内・圏外において所蔵資料の公開につとめてゆ
きたいと考えている。
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